
3月20日、高齢者福祉センターで「高齢者健康まつ

りJが行われました。この日は午前中から、お年寄り

を中心に約800人が参加。大広間では、同センタ一民踊

クラブの皆さんが主体となって、楽しい 「健康民踊J

を披露。また、そのあと、奥鹿教湯三オ山病院の奥原

いずみ先生や、更埴中央病院の吉松俊一先生による実

演、講演がありました。会場は終始笑いに包まれ、と

ても元気で活気のある 「まつり」でした。

ぷ司
裂統A

J
 

ンサ

3月 l日現在

( )内は前月比

人口 119，611人 (-45) 

男 58，418人 (ー19)

女 61，193人 (ー26)

世帯 39，163世帯

(一28)

ucv(上田ケーブルビジョン)

で毎日曜日放映しています

NO.1076 

印制/田辺印刷側

~ 

ル吉木を差し上げます ~ トー
緑の祭りへどうぞ

4月は「緑化推進特別強調月間」。

市では、下表により 「緑の祭り 」を

開催し、苗木を無料配布します。ま

た、地区別に苗木頒布会も行います。

苗木の頒布日程表

と き ところ

S是
4月6日② 午前9

上回線跡公園。3 時 -午後 1a寺(2図)
総合展示館跡

祭 4月7日⑤ 午前 9η 
時-午後28寺(2回)

広場

蕊
4月13臼② ・14日⑤ I星回支所西側駐車場

布P頒R 4月20臼@ よ野が丘公民館

4月21日⑮ 川西公民館 ノ』会
岳会場午前 9時・午後 l時(2回) ‘ 
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平
成
3
年
度

予
算
が

決
ま
り
ま
し
た
。

般
会
計
は
加
億
円
に

3月定例市議会ガ、 3月5日ガら22日
まで18日間の会期で開かれ、上田市の一

年間の住事を方向づける平成3年度予算

ガ決まりましだ。一般会計は265億3.612
万円。前年度当初予算に比べ、48億3.382
万円 (22.3%)の増です。ま芝、特別会

計等の竹会計は146億7，084万円となりま

し疋。舎回は、 3年度一般会計予算の主

な使いみちを中山に紹介します。

-
桜
山
』
叫
明
日

L

な
条
例
の
制
定
・
改
正

-
中
心
商
庖
街
活
性
化
及
び
再
開
発

基
金
条
例
の
制
定

中
心
商
庖
街
の
整
備
、
活
性
化
を

図
り
、
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
基
金
を
設
置
。
再
開
発
事
業

な
ど
に
必
要
な
経
費
に
基
金
の
全
部

ま
た
は

一
部
を
充
て
ま
す
。

-
上
田
市
農
業
集
落
排
水
施
設
条
例

の

一
部
改
正

仁
古
田
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
が
三
年
度
か
ら

一
部
供
用
開
始

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
関
係
規
定
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

-
上
田
市
営
住
宅
等
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正

公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い、

市
営
住
宅
の
入
居
者
の
資

格
に
か
か
わ
る
収
入
基
準
の
緩
和
な

ど
、
関
係
部
分
を
改
正
す
る
も
の
で

す。-
体
育
施
設
条
例
の

一
部
改
正

上
野
が
丘
社
会
体
育
館
の
新
築
に

伴
い
、
関
係
規
定
の
改
正
で
す
。

成

2
年
度
最
終
予
算

一
般
会
計
の
補
正
額
は
、
四
億
四

千
七
百
三
十
八
万
円
の
増
額
と
な
り
、

こ
れ
に
よ
り
二
年
度
の
総
額
は
二
百

八
十
一

億
五
千
三
百
九
十
一
万
九
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
同
期
に
比

べ
、
七

・
五
%
の
伸
び
に
。

[2J 

見

三室
Eヨ

広担うえ定'3.4.1 

次
の
意
見
舎
が
、
今
回
の
議
会
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

マ
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
の

国
交
早
期
実
現
の
促
進
に
関
す
る
意

見
世

1>シルバー人材センターへの補助……… 128万円

1>夜間急患センター(医師会)運営費補助金(新規)

・・・・・・・・・95万円

1>泉団地区花きハウス14棟整備事業へ助成

. 7，000万円

1>上田西高校生徒会館建設事業へ助成(新規)

. 1.000万円

平成2年度一般会計補正予算の主な使いみち



こめように使Vます

a量樋語謹呈組重通雄孟彊亙~'長移
'ろ

こ
こ
で
は
、

し
ま
す
。

・

福

祉

マ

点

字

広

報

を

発

行

十

万

円

マ
身
体
障
害
者
の
実
態
調
査
に
六
万
円

マ
高
齢
者
保
健
福
祉
総
合
計
画
策
定
事
業

四
百
三
十
九
万
円

マ
高
齢
者
等
緊
急
通
報
装
置
設
置

4
業

千
八
百
四
万
円

マ
保
育
臨
盤
備
計
画
策
定
卒
業四

十
五
万
同

新
規
事
業
を
中
心
に
紹
介

-
衛

生

門

V

上
一
回
市
医
師
会
夜
間
急
忠
セ
ン
タ
ー
運

営

費

補

助

金

百

五

十

一

万

円

マ
心
身
障
害
者
訪
問
歯
科
指
導
事
業十

万
円

マ
砥
石
城
跡
自
然
探
勝
国
を
整
備

「ふれあいの里』警備では、
竜光院付近に物産館を建設

四
斤
七
十
八
万
円

マ
ご
み
減
量
、
再
資
源
化
対
策
に

三
百
三
十
三
万
円

マ
自
治
会
等
の
除
咋
機
購
入
に
助
成

(
脱

ス

パ

イ

ク

対

策

)

百

五

十

万

円

・
農
林
水
産

マ
青
年
農
業
経
営
者
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
活
動

事
業
(
新
規
就
農
者
育
成
な
ど
)

八
十
四
万
円

マ
農
地
流
動
化
担
い
手
育
成
卒
業
に
奨
励

金

二

百

五

十

万

円

マ
森
林
景
観
の
整
備

百
七
十
八
万
円

マ
「
ほ
た
る
の
里
」
に

看
板
を
設
置
(
上
背
木
・

保
野
地
区
)
百
万
円

マ
地
熱
開
発
利
用
事
業

(
室
武
地
区
)

一
-
一
有
十
一
万
円

・
商
工
業

マ
中
心
商
問
街
活
性
化

「高齢者福祉課」を新設

4月1日、社会部で機構改革

再
開
発
基
金
積
立
金

マ
上
国
産
業
フ
ェ
ア
に
助
成二

百
五
十
万
円

マ
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
整
備
に

一
億
五
千
九
百
万
円

{意
円

-
建

設

マ
高
速
道
路
関
連
施
設
整
備
事
業

三
億
二
千
五
百
六
十
万
円

マ
歴
史
的
地
区
環
境
整
備
街
路
卒
業
調
査

六
百
七
十
九
万
円

そ
の
他
、
駐
車
場
整
備
地
区
現
況
澗
張
、

北
陸
新
幹
線
鉄
道
整
備
事
業
補
助
金
な
ど
。

・
教

育

マ
「
ヘ
ル
ス
ピ
ー
チ
上
回
」
建
設
事
業

十
四
億
六
千
五
百
十
三
万
円

そ
の
他
、
第
四
中
第
二
校
舎
改
築
、
美

術
館
建
設
調
査
研
究
事
業
、
生
涯
学
習
振

興
事
業
、
青
少
年
に
対
す
る
住
民
意
識
調

査
事
業
な
ど
。

上田市の65故以上の高齢者は、現在

7人に 1人ですが、 12-15年後には 5

人に 1人というスピードで高齢化社会

を迎えると思われます。

市では、寝たきり、痴ほう、介護な

ど高齢者問題に対応するため、老人福

祉の窓口を一本化して高齢者福祉課を

新設するなど、次により社会部の機構

改革を 4月1日付けで行います。

1.........1 庶.m係・悩祉係・IJ車全線ト一一一
喝をまf 婦人{系

|高働者l 高齢者福祉係・
|禰祉際| 医療給付係
{社会。軍)

ド尼 .[_一一施設係・保育係・
隆空里l 母子児童係

広種うえだ'3.4. 1 [31 
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上田駅前の新しい顔です

このほど、 NTT上回支宿では、電話事

業100周年記念と、0268局番地域の加入電話

が9万を突破したことを記念して、上回駅

前に屯話ボックスを設置しました。3月19

日に記念式典が行われた同ボックスは、上
や tら

回城の櫓を践した形をしており、観光客の

スナ ップ写真.のパックにもってこいです。

a固......... 

3 月 20 日は、 1 打 I}~の小学校で卒業式。東小学校

でも、制から卒業証il~の授与が行われました 。 卒

業生121人は、科ぴと紫斑が入り混じった表情で、

校長先生から証件を受け取っていました。式も後

半に人り、卒業・式の歌を歌うころは、感極まって

泣き出す児童や父兄も。担任をはじめ、先生たち

も、心から喜んでいる様子でした。

江戸時代、鍛冶工業の町として栄えた

広報うえだ'3.4.1 

鍛
冶
町
の
巻

[4] 



「 自然、ど入、(~)共存， '.: 

JIIプ¥"干…」
-甲積防火管理書

資格取得議門会

t>とき 5月15臼(1)<)・16日(付

午前9時~午後4時30分 t>と

ころ 市民会館 t>申し込み

4月108t村から 5月10目白金まで

に消防本部予防諜(包⑫0119内

線217)へ。

「
川
や
湖
の
自
然
を
取
り
戻
さ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
戸
が
、
こ
こ
数

年
向
ま
っ
て
き
た
。
挫
設
省
で
は
、
自

然
を
多
く
含
ん
だ
川
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
万
針
を
昨
年

打
ち
出
し
た
が
、
こ
う
い
う
や
り
方
は
、
ス
イ
ス
や
ド
イ

ツ
な
ど
で
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
る
。
今
後
は
、
日
本
的

な
方
法
(
技
術
的
裏
付
け
)
を
整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
人
間
の
都
合
だ
け
で
な
く
、
川
が
本
来
も
つ
、

生
物
が
育
つ
よ
う
な
環
境
に
配
慮
し
、
自
然
と
人
聞
の
共

存
を
、
川
づ
く
り
の
中
で
生
か
す
こ
と
が
必
要
に
・:
」

ク
ト

ワトア
問

し
イ
引

漏
テ

一

汗
ン

に
.ラ

共

ボ

-石油餓焼機椴

技術講門会

t>とき 4月22r1(Jj)・23日(刈

午前 9U寺~午後 511HO分 t>と

ころ 松本市総合社会制祉セン

タ- t>申し込み 4月10町村

までに松本市消防本部総務課へ。

申込用紙は上小広蛾消防本部予

防諜(宮⑫0119)にあります。

-ガス樋誕の

品抗J.~準説明会

t>とき 5 f122日(Ij¥) t>とこ

ろ長野市t>申し込み開催

の2週Islrjijまでに(財.)n本ガス

機器輸査協会へ。中込}日紙は、

消防本吉IS子山~ii~ ( 宮⑫0119) に。

上
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
に
よ
る
、

「
刊

代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ワ

ー
ク
、
キ
ャ
ン
プ
」
が
、

宝
池
住
吉
寮
、
上
回
悠

生
療
な
ど
の
精
神
薄
弱

者
施
設
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

一
中
、
二
中
、
塩

田
中
な
ど
の
生
徒
や
高

校
生
約
百
人
が
参
加
。

こ
こ
、
宝
池
住
吉
寮

で
は
、
作
業
を
三
グ
ル

ー
プ
に
分
け
、
土
運
び

H
写
真
、
神
社
消
鮒
な

ど
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

同
寮
の
武
拾
幸
雄
山
政
長

は
、
「
子
ど
も
た
ち
は
頭

が
や
わ
ら
か
い
の
で
、

慣
れ
る
の
が
早
い
。
募

集
人
員
よ
り
も
倍
以
上

参
加
者
が
増
え
た
と
い

う
こ
と
は
、
浸
透
し
て

き
た
の
で
は
」
と
。

4月か ら

恩典防止法が改正

新たにプロピオン酸など 4物質

が悪臭物質として指定、規制基

準が設定されました 規制地域

は都市計画法に基〈用途指定地

域(一部除<)です

1>問い合わせ 生活環境課

た
と
え
ば
、
諏
訪
地
方
に
売
る
鍬
の
重
さ
は

一
O
枚
で
三
賞
(
約
十
一
キ
ロ
)
、
沼
田
は
四

貫
五
百
自
と
決
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
元
棟
三
年
(
一
六
九

O
)
に
は
、
火

の
用
心
の
た
め
夜
間
の
作
業
は
行
わ
な
い
事
、

か
ま

鍬
、
鎌
、
包
丁
な
ど
の
製
作
は
、
い
つ
ま
で
も

重
宝
だ
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
念
に
は
念
を
い
れ

る
事
、
材
料
の
鉄
は
町
に
在
庫
の
あ
る
う
ち
は

外
部
か
ら
購
入
し
な
い
事
な
ど
も
申
し
合
わ
せ

て
い
ま
す
。

月
窓
寺
は
上
国
高
校
の
前
身

・
変
則
中
学
が

泣
か
れ
た
学
問
の
寺
で
も
あ
り
ま
し
た
。
明
治

十
一
年
、
品
氷
山
政
(
八
十
位
般
の
座
敷
)
を
「
校

舎
」
と
し
て
開
校
、
中
学
科
な
ど
の
生
徒
約
三

十
人
が
入
学
し
ま
し
た
。
墓
地
に
は
上
回
藩
出

身
の
洋
学
者

・
赤
松
小
三
郎
遺
髪
の
基
が
あ
る

こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ぎ
く
ろ
祭
で
親
し
ま
れ
て
い
る
本
陽
寺
に
は

H
9
S
S
9
ぃ，
A

と・
3

仙
石
家
廟
所
が
あ
り
ま
す
。

大
き
な
宝
態
印
塔

を
中
心
に
し
た
十
三
基
の
墓
碑
は
、
長
い
上
回

の
歴
史
を
し
の
ば
せ
ま
す
。
寺
の
玄
関
は
藩
主

屋
形
の
玄
関
が
移
築
さ
れ
た
も
の
で
す
。

(
前
博
物
館
長
平
野
勝
重
)

一

日
本
陽
寺

一

一yvhM川寺

図
訂

!
L
P

広纏うえ定'3.4.1 【5]



暮らしのコーナー亙

回目札仏 国困
|市立図書館宮⑫08801

T f恋愛作法」字野手代T fあや

しい探検隊アフリカ乱入」椎名誠

T f華やかな悪長たち」 深田祐介

T fホーキンク.の最新字宙論J S • 
W ・ホーキング tfゼノンの時計」

中野美代子 tfli本たたきの深層」

下村満子 tf.g;いてこそ人生は花J

淡谷のり子 T f 同窓会の名簿」外

山滋比古 tf伝説になった女たちJ

山崎洋子 T fある紅衛兵の告白

上 ・下J 梁目先J!i T r児童文学に今

を問う」藤聞のぼる T f採り雨」

藤沢周平 じ>r大江戸遊仙記」石111

英輔 T rシゲさんの地球ぼいほい

見聞録J 金井mt rサイ工ンス・

ナウ」立花隆 T rとほほのぼ」

中島らも T rl9J治の兄妹J 早乙女

貢 T r東京・マネーマーケット

上 ・下J 山田利彦 T r家長」 三?Ifi

朱門 T r神さまのお使い猫」沼田

陽_ T rお父さん、ガンと言えず

に」者原附 T rチェルノブイリ・

汚染大地JI.QJ H新聞原発問題取材班

T r世紀末の中東を読む」高木J胤

矩郎 T rなんでささやかな憂欝J

矢崎葉子 T r与の女王J 阪田寛犬

T rO L 10年やりました」 塩川忠

T rふるさとの万葉越中」高岡市

万葉陸史飽

健
康
状
態
の

ょ
い
と
き
に

C
C
が
先
に
な
り
ま
す
。

一
歳
半
を
過
ぎ
る
と
、

M
・

M
-
R
(麻
し
ん

・
風
し
ん

・

お
た
ふ
く
か
ぜ
)
か
麻
し
ん
(
は

し
か
)
を
受
け
ま
す
。
二
歳
を

過
ぎ
る
と
、
三
種
混
合

(
百
日

ー

四
月
に
、

初
め
て
予

{

防
接
種
を
受
け
ま
す
が
、

ど
ん
な
こ
と
に
注
意
し
た
ら
よ

初
め
て
の

予
防
接
種

い
で
し
ょ
う
か
。

せ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・破
傷
風
)

を
、
三
歳
を
過
ぎ
る
と
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
、
日
本
脳
炎
を
受
け

ま
す
。

生
後
三
、
四
か
月
を

過
ぎ
、
最
初
に
受
け
る

予
防
接
間
は
ポ
リ
オ
(
小
児
ま

ひ
)
で
す
。
誕
生
月
に
よ
っ
て

は
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

・
B

A 

問
診
票
必
ず
記
入
を

予
防
接
種
を
受
け
る
に
あ
た

次
の
点
に
注
意
し
ま
し

っ
て
、

L
・6

、4
J

。

①
ま
ず
、
健
康
状
態
の
ょ
い
と

き
に
受
け
る
の
が
大
前
提
。
予

防
接
種
が
近
づ
い
た
ら
、
特
に

気
を
つ
け
て
。

②
会
場
へ
は
、
健
康
状
態
を
よ

く
知
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
が
連

れ
添
っ
て
。

③
あ
ら
か
じ
め
、
家
で
安
静
時

の
体
制
慨
を
計
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。
泣
い
て
い
る
と
き
、
授
乳

中
な
ど
は
体
温
が
高
く
な
り
ま

す
の
で
避
け
て
。

④
問
診
時
に
心
配
な
こ
と
が
あ

っ
た
ら
、
気
軽
に
相
談
を
。

⑤
「
赤
ち
ゃ
ん
手
帳
」
の
中
に

問
診
票
が
入

っ
て
い
ま
す
。
予

防
接
穐
を
受
け
ら
れ
る
状
態
か

知
る
た
め
に
も
、
必
ず
記
入
し
、

母
子
他
康
手
帳
と
い
っ
し
ょ
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

⑥
慢
性
の
病
気
な
ど
で
、
治
療

中
の
場
合
は
主
治
医
の
許
可
を

得
て
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
の
詳
し
い
日
程
は
、

「
広
報
」
で
そ
の
つ
ど
、
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

保
健
予
防
課

(内
線
1
3
7
8
)

d
F
d
F

グ
〆
d
p
d
r

、
L
市

予

、
、

同
首
司
ト

ヒ

司

』

話
器
』

!
?
令
、

4
!
a
u叡
ι

6

一女
一性

=

J

P
4
2
[

司
副
一二

wυ
ヤ
わ
い
い
女
uh
男

7

通
論
議
同
以
閣
閣
は
同
川
同
い
川
旧
レ
1
4

あ
な
た
は
四
月
十
日
が
ど
の
よ
う
な
日
か
ご

3

存
じ
で
す
か
。
婦
人
が
初
め
て
参
政
権
を
得
て
、

品川

政
治
に
参
加
し
た
日
で
す
。

日

今
で
は
婦
人
の
立
候
補
者
の
姿
を
見
る
の
は
、

創

珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

昭
和
二
十
年
に
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
て
か
ら
な

の
で
す
。

マ せ家の社らでとズ
問ん庭で会しは男1は 今
いかやすをくな 」 、回
合 。職 、みの< 0 ..，の
わ 場そんび、女し「
せ でれなの人だな婦

こにでびとかや人
のはっとしらか週
機ど〈 、て、に閉
会うつ生、男個」
にしてき個だ性の
箭たい生 人 か キ
しらこさとらのヤ
合ょうとし、ぴツ
ついと暮てとやチ
てのいら、いかフ
みかうせ自うにレ
ま、もる分の女~I

昭
和

M
年
「
週
間」

が
ス
タ
ー
ト

盟
年
の
昭
和
二
十
一
年
の
こ
の
自
に
、
戦
後

最
初
の
衆
議
貝
総
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
選
挙
で
三
十
九
人
の
婦
人
職
貝
が
初
め
て
誕

生
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
昭
和
二
十
四

年
に
設
け
ら
れ
た
の
が

「婦
人
週
間
L

(

四
月

十
日

1
十
六
日
)
で
す
。
そ
の
一
貫
し
た
テ
ー

マ
は
、
「
婦
人
の
地
位
向
上
の
た
め
の
活
動
」
。

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を

厚
生
諜
婦
人
係



計
画
的
に
使
い
、
管
理
し
っ
か
り
/

最
近
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド

な
ど
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
目

立
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
若

年
層
を
中
心
に
多
重
債
務
者
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
複
数
の
カ
ー
ド
を

持
ち
、
支
払
い
目
、
回
数
な
ど

が
ま
ち
ま
ち
な
た
め
管
理
し
き

れ
な
く
な
り
、
さ
ら
に
多
額
の

支
払
い
の
た
め
、

別
の
カ

l
ド

や
サ
ラ
金
か
ら
、
金
を
借
り
負

債
が
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
し
ま

う
た
め
で
す
。
利
用
明
細
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
使
い
過
ぎ
な
い
よ

ト
ラ
ブ
ル
目
立
つ

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

分
割
払
い
の
契
約
に
つ
い
て
は
、

割
賦
販
売
法
の
適
用
を
受
け
ま

す
の
で
、
カ
ー
ド
を
利
用
し
て

購
入
し
た
商
品

・
サ
ー
ビ
ス
の

品
質
な
ど
に
問
題
が
あ

っ
た
場

合
は
、
カ
ー
ド
会
社
へ
申
し
開

き
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
銀
行
系
ク
レ
ジ

ッ

ト
カ
ー
ド
め
よ
う
に
、
分
割
払

い
で
な
い
契
約
に
つ
い
て
は
、

そ
の
法
律
の
適
用
を
受
け
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
っ
て
い
ま
す
。

溢
難
も
含
め
て
、
カ
ー
ド
を

紛
失
し
た
と
気
づ
い
た
ら
、
直

ち
に
カ
ー
ド
会
社
に
連
絡
し
、

同
時
に
笹
察
に
も
盗
難
届
け
を

出
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
カ
ー
ド
の
盗
難
保
険
の

内
容
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課

(
内
線

1
3
9
0
)

京
総

う
に
き
ち
ん
と
し
た
管
理
が
必

要
で
す
。

-
申
し
聞
き
も
で
き
る

ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
の
場
合
、

こ
か
月
以
上
か
つ
三
回
以
上
の

-
紛
失
し
た
ら
届
け
る

ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
は
、
原

則
的
に
そ
の
カ
ー
ド
の
利
用
代

金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
保
有
者

が
支
払
い
義
務
を
負
う
こ
と
に

E置;:.君主ー週・・・・・・・E宣盟加rl:J温・
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無
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ベ
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l
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団
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下
タ
オ
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ケ
ッ
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無
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マ
ジ
ュ
ー
サ
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ミ
キ
サ
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千
i
五
千
円

マ
電
子
レ
ン
ジ
三
千
円
マ
冷
凍
冷
蔵
庫
(
河

4
)
話

し

合

い

マ

掃

除

機

五

百

円

マ

パ

ソ
コ
ン
話
し
合
い
マ
自
転
車
(
女
性
用

-

nィ
わ
)
二
千
円
マ
都
市
ガ
ス
ふ
ろ

一
式
(
団

地
サ
イ
ズ
)
一
万
円
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都
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ガ
ス
ふ
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釜

無
料
マ
パ
イ
プ
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ッ
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万

円

マ

サ

イ

'
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ー
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木
製
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八
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マ
カ

l
ペ
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一
ト
八
回
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畳

各

千

円

マ
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キ

l
板
、
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(
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1
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無
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一
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i
五
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マ
こ
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ぽ
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ポ

l
ル
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号

無
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マ

五

月

人

形

無

料

一
圃
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

…
マ
体
重
計
(
赤
ち
ゃ
ん
用
)
マ
子
ど
も
用

三
輪
車
マ
ベ
ビ
!
ベ

ッ
ド
マ
子
ど
も
服
(
男

一
i
二
議
)
マ
電
気
ミ
シ
ン
マ
電
気
こ
た

か
ま

っ

マ

電

気

釜

(
三
1
五
合
用
)
マ
二
段
ベ

ッ
ド

マ

ス

キ

ー
板

(
刷
、

m
Hシ)
・
ス
キ
|
靴

(
お
・
5
勺
、
M
-
5
勺
)
マ
ぶ
ら
下
が
り
器

マ
洋
服
(
婦
人
)
・
ワ

カ
l
ト

マ

電

気

オ

ル
ガ
ン
マ
電
子
ピ

ア
ノ
マ
ワ
ー
プ
ロ

(
大
き
め
)
マ
冷

肺
庫
肉
マ
白

(男

-n判
ン
)

不
用
昂
巴
な
っ
疋
も
の
、
ほ

し
い
も
の
ガ
あ
り
ま
し
だ
ら

生
活
環
境
課
〈
内
線
1
3
9

0
〉
へ
ご
連
絡
を
。
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「みんなのページ」は、市民の皆さんに参加

していだだくページです。決を参考に、市役所

秘書課〈干386大手オ -11-16、内線1112)ま

でどんどんご応募く定さい。

マイタウン提言(詳細は次ページ〉、」二回再発

見・ここが怒き(あなだの好きな風景や場所〉、

フォトなつかしの上回〈昭和40年代までの町並

み、人々の暮らしなどの写真〉、わだしの夢 (21

世紀の上田市を描い疋夢のある小・中学生の絵

画〉、なかま(サークル、グループの紹介〉

A

こ
こ
が
好
守
、
⑬

陽

泰

寺(
伊
勢
山
)

:望や今羽さよ
;な抱回ばれい卒 H 
;ど負はたるよ業 玄 ?
を、、〈皆四→ 高今

; 紹市新 スさ 月の~_ f.月
!介政社タん 。シ巾どの
lしに会 l は新 l 政しテ
;ま対人 卜 、たズ にて l
:すすのの社に ン 雪1のマ

。るか時会進も む決 ;
; 意た期に学過 ，高 l

! 見ので大、 ぎ he，a

; 、決すき就、 ζ ζ l

L 要意 。〈職い ' 
ー・ーーーーー ーーーー ・ーー_.J

進 山 定 思 の安こ
めや で上つー全と四
て緑 す 田 て 人 にに月
も も がはいと供 。か
ら 大、 、まし給やら
え 切長将すてでは電
れに野来 。頑き 1) 力
ば し県 、 張 る 、 関

な は高 つよ各 係
Jが自 速 てう家の
主 ら然道 いに庭会
』.、 の が き、に社
ヂ開 宰 通 た技 屯で

発庫 る い術気働
は、を 。予 と者をく

。))

MYTOWN 
||提|言|

マイ

タウン

たかL

森大三
(20歳・北大手〉

も
っ
と
子
ど
も
の
空
間
を

ん

ぬ
戸、

職
汁
亨
り

住

山川
元

制

寺

本
6

泰

川

(

陽

ょ

総
門
く
ぐ
る
と
高
い
石
垣

「
陽
泰
寺
」
の
歴
史
は
古
く
、
白

鳳
時
代
の
創
立
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

北
陸
の
白
山
を
聞
い

た
と
い
わ
れ
る

高
僧
泰
澄
が
こ
の
地
を
訪
れ
、
庵
を

結
ん
だ
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

そ
の
後
代
々
、
梅
野
氏
が
こ
の
養

泰
院
(
陽
泰
寺
の
旧
名
)
に
篤
〈
帰

依
し
、
外
謎
の
任
を
果
た
し
て
き
ま

市

8
7
b

し
た
。
特
に
、
海
野
氏
第
四
代
幸
真

子
ど
も
の
遊
ぶ
場
所
が
減
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

安
心
し
て
遊
べ
る
空
間
を

増
や
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
そ
れ
と
、

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
都
市
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

尾沼明子1
(21歳・大屋〉

郊
外
に
も
自
を
向
け
て

「
社
会
の
荒
波
」
と

い
う一
一言
葉
ど
お

ウ
ら

り、

い
ろ
い
ろ
辛
い
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
社
会
的
責
任
も
大
き
い
で
す

し
、
多
少
の
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
J
a

は
、
梅
野
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
の
養

リ

泰
院
の
開
基
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

U

現
在
の
寺
名
は
、
亨
保
年
閥
、
本

堂
を
再
建
し
た
と
き
、
新
し
い
本
主

7

が
太
陽
の
上
る
方
角
を
向
く
こ
と
に

4

な
っ
た
の
で
、
「
陽
泰
寺
」
と
し
た

3

こ
と
に
よ
り
ま
す
。

品川

壮
般
か
つ
華
斑
と
い
っ
た
相
反
す

ゆ

る
よ
う
な
こ
つ
の
美
を
兼
ね
備
え
た

創

総
門
に
は
、
「
砥
石
法
窟
」
(
砥
石
山
麓

に
開
か
れ
た
仏
法
の
修
業
道
場
)
と

い
う
篇
額
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

総
門
を
く
ぐ
る
と
、
城
の
よ
う
に
高

〈
築
き
上
げ
ら
れ
た
石
垣
や
老
松

・

老
杉
が
訪
れ
た
人
た
ち
を
な
ご
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。

わ
た
し
の

ぼ
く
の

構i



モー>
大正時代末期の

平井寺温泉

た
っ
て
砕
け
ろ
」
の
心
境
で
す
。

上
回
市
に
対
し
て
は
、
施
設
に
し
て

も
商
庖
街
に
し
て
も
、
一
極
集
中
的
な

イ
メ
ー
ジ
。
わ
た
し
の
住
ん
で
い
る
所

を
は
じ
め
、
郊
外
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
発
展
を
望
み
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

ま
ま
の
状
態
で
は
、
他
の
都
市
に
追
い

越
さ
れ
て
い
く
ば
か
り
で
す
。
も
っ
と

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
て
、
市
全
体
の
発

展
に
結
び
つ
く
施
策
本
』
、
こ
れ
か
ら
期

待
し
て
い
ま
す
。

-
次
回
(
五
月
一
日
号
)
は
「
現
代
の
子
ど

も
の
教
育
に
ひ
と
言
」
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
ゲ

l
ム
、
塾
通
い
、
偏
差
値
主

義
な
ど
な
ど
、
社
会
風
潮
の
変
化
と
と
も
に

子
ど
も
の
遊
び
方
、
家
庭
や
学
校
で
の
教
育

も
、
以
前
と
は
だ
い
ぶ
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

現
代
の
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
ま
た
、
昔
と

写真提供は若林勅滋さん(岩下)

ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
前
向
き
に
生
き
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
に
望
む
こ
と
と
し
て
は
、
市
役
所

の
中
が
暗
く
、
分
か
り
ず
ら
い
感
じ
が

あ
り
ま
す
。
配
置
な
ど
、
初
め
て
の
人

で
も
分
か
る
よ
う
に
配
慮
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
ま
た
、
き
れ
い
な
病
院
が
少

な
く
感
じ
ま
す
。
患
者
を
預
か
る
場
所

で
す
か
ら
、
見
た
目
に
も
患
者
の
気
分

が
明
る
く
な
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
病
院

が
あ
れ
.
ば
い
い
の
で
す
が
・:
。

竹内由紀子三

(19歳 ・中之条〉

病
院
も
明
る
く
清
潔
に

社
会
と
い
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
知
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
。

こ
れ
か
ら
も
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
好
奇
心
を
持
ち
、
チ

比
べ
て
み
て
、
い
ま
の
教
育
に
対
し
て
思
う

こ
と
、
提
言
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〔
応
募
方
法
〕

投
稿
、
電
話
で
、
四
月
十
五

日
間
ま
で
に
秘
書
課
(
内
線
1
1
1
2
)

へ

お
願
い
し
ま
す
。
投
稿
の
場
合
は
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
も
書
い
て
く
だ
さ
い
。
採
用

者
に
は

「
特
製
タ
オ
ル
」
を
進
呈
し
ま
す
。

木
曽
義
仲
と

縁
深
い
温
泉

林

東

一
郎
さ
ん

(
加
議

・
平
井
寺
)

平
井
寺
に
は
、
そ
も
そ
も
木
曽
義
仲
の
時
代

に
「
き
つ
ね
の
湯
」
と
呼
ば
れ
た
隠
し
揚
が
あ

っ
た
そ
う
で
す
わ
。
大
正
時
代
の
初
め
、
写
真

の
場
所
に
、
温
泉
が
掘
ら
れ
た
の
を
党
え
て
い

ま
す
。
最
盛
期
で
旅
館
が
三
件
ぐ
ら
い
、
答
は

奈
良
尾
や
丸
子
方
面
か
ら
も
。
昭
和
に
Jλ
る
と
、

世
の
中
す
ご
い
不
況
で
、
温
泉
や
旅
館
は
壊
さ

れ
て
し
ま
っ
て
:・
。
今
で
は
畑
の
中
に
、
温
泉

の
出
口
と
湯
ぷ
ね
が
残
っ
て
い
る
だ
け
。

な
か
ま

・③

上
野
が
丘

太
極
拳
愛
好
会

(
上
野
ガ
E
公
民
館
〉

遠藤佐智三

〈南小6年〉

上
田
市
に
も
、
子
ど
も
の
遊
び
場

が
い
っ
ぱ
い
あ
れ
ば
い
い
な
。
と
っ

て
も
広
く
て
、
遊
ぶ
も
の
が
い
ろ
い

ろ
あ
る
、
そ
ん
な
遊
び
場
で
毎
日
遊

べ
れ
ば
い
い
と
思
う
。

動きがかみ合わないんですよ」と

は代表者の松平章賞さん。

昨年11月ごろ、本場中国から師

範を招いて、実際に指導してもら

ったりも。来年は発表会をやる予

定でみんな頑張っています。興味

のある人は上野が丘公民館へ。

昨年の 8月ごろに発足した新し

いクラブです。活動日は火曜日の

午後 7時30分 -9時。毎回10人前

後のメンパーが、安原茂先生に手

とり足とり基本動作を教えてもら

っています。「太極拳は簡単な動作

に見えるけど、なかなか手と足の

広穂うえだ'3.4. 1 【g]
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第
4 

新 期たず
に主
賦ふ
謀議

を

下水道課

(内線 1533)

公
共
下
水
道
事
業
の
建
設
財
源
の
一
部
と
し

て
、
新
た
に
認
可
を
受
け
た
工
事
区
域
に
対
し

て
、
平
成
三
年
度
賦
課
対
象
区
域
が
四
月

一
日

に
公
告
さ
れ
ま
し
た
。

該
当
区
域

(左
図
の
と
お
り
)
に
土
地
な
ど

を
所
有
し
て
い
る
皆
き
ん
に
は
、
受
益
者
負
担

金
の
額
を
決
定
す
る
た
め
に
、
受
益
地
な
ど
の

申
告
を
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
受
益
者
負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
く

た
め
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
理

解
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
下
表
の
と
お
り
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ

受益者負担金説明会日程

対象自治会 月 日 場 所

蛇 沢 4月23日ω 蛇沢生活改善センター

上 堀 // 上堀生活改善ゼンター

E者 入 4月24日制 Z音 入 品r、泊、‘ 会 堂

染 震 // 染 震 ノ必、a、 ~企玄h ~ 

国 分 4月25日附 国 ヲト 公 民 .館

上川原柳町 // 上川原柳町公長会堂

// 4月26日樹 // 

新 回 5 Fl 8 E1 ~j() 新田区、民会館

公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

平
成

3
年
度
賦
課
地
区

下
水
道
課
(
内
線
1
5
3
3
)

※時間はいずれも午後 7 時30分~ 9 時

広報うえだ'3.4. [10] 7 
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@地区会長 O地区副会長 (敬称略)

自治会名 自治会長名 電話番号 世帯数 自治会名 自治会長名 官E路番号 t監事替数

路 入 望月額長 22-8039 580 よ 沢 竹内 郎 24-8586 270 

泉 間T 満木 主昆 22-7731 133 絢 国 分 山 主 主 隆 夫 24-3036 285 

東 @ よ常国 関 延縫 22-5752 400 )11 
。下 婚 山辺 守 24-2407 320 

中 常悶 清 水 膏E 夫 24-0802 375 上 4屈 宮坂文章量 24-6155 235 。下常 国 水 沢 国 広 22-1392 145 畑 山 清水昭一 25-0430 42 

部 北常国 桜井啓喜 22-0430 379 f告書争 山 五+嵐栄一 24-0104 465 

材木町 手塚春夫 24-3911 580 富士見台 )';'l井秋舟 24-1379 208 

常 入 渋沢署整理事 23-1444 120 
神

住吉が丘 中村博治 22-8161 51 

雨天神町 大詰軍笑夫 22-2416 310 神科新屋 池田敬昭 27-7526 180 。泉 平 伊比文作 22-9619 120 野 守す 中曽生直 鈎 24-9258 202 

南 北天神町 中沢 DS 23-1315 352 。西野竹 iIi僑 正 24ー伺47 230 

松尾町 萩原秀治 23-1717 123 笹 弁 弁出華E 男 24-0951 160 

鷹匠町 小嶋 2裏 22-0630 145 111 原 宮沢ー千産量 22-3472 88 
部 。本 圃7 中 沢 雄 一 22-9144 150 望室 r， 辰野 {云 27-7890 250 

末広町 片 岡 華l B藍 23-2389 85 染 重量 中島孝一 宮7-0082 580 

大手町 川上書=:Jll! 24-5371 295 
科 ヤ5 E金E 沢

立竹 平内 布健陣 ー市
24-2562 190 

4黄 田T 松木 .克 24-4770 141 弁 24-6101 330 

海野田T 古 畑 時 生 22-0470 232 。大久保 六川清身 24-7197 185 

中 原 町 鈴木治一郎 22-8333 155 長 島 土展予言総 24-9000 680 

袋 IIJJ 宅整 強 22-1828 75 金 IiIY 寺 1邑.w. 隆 27-7220 85 

馬場町 綱島久男 22-6013 155 。 森 久保田 晃 24-0901 48 。回 町 前回 率直 垂 22-3700 45 大白木 柄沢成夫 27-7524 62 
央 丸郷町 宮原長一郎 22-3730 195 長 入 一木 繁 24-7299 24 

木 国T 鈴 木 清 人 22-5210 170 
豊

宮之上 宮之上功一 24-5753 29 。北大手 佐 E事順一 22-9558 164 小井田 中村信好 36-2694 78 

よ川原柳田7 章受電量 産重量 24-5861 570 中吉田 小林哲雄 36-2782 103 
下川原柳田7 大矢智久 24-2187 112 町宮隠 出村哲ー 35-2021 100 

1じ
。音量宕旬 堀内繁一郎 23-2219 260 ひか円 滝沢正広 35-3416 142 

上鍛冶町 出聖子正次 22-7723 70 桜 dz仏. 北 沢 J宵 35-2448 220 
鍛造園T 阿部久夫 23-0219 200 下吉田 豊岡今朝茂 36-3588 37 
上房山 水野洋 z 22-0718 88 林之郷 岩瀬孝弘 27-2033 110 

下 E耳山 今水 1専 22-0693 130 
鍛
。下 郷 よ原昭 z 22-9541 136 

部 ゆ IIJJ 山崎賢一郎 22-4607 55 岩清水 山岸 1尊 ii 24-5990 75 
@ 新 関 白井清 11 23-2470 1，400 矢 沢 東山尭夫 24-4437 128 

山 ロ 福沢策行 22-6418 246 曹E I置 佐綴長蔵 27-7437 103 

上紺庭園T 水聖子正四 22-1017 160 漆 P 神林武彦 27-7722 36 

下車甘度目T 一 弁正. 22-6720 365 
富士

@ 下 組 エ厳守彦 38-5340 135 

鎗 原 羽 田沢 一男 22-1844 190 中 車且 西川好雄 38-3570 171 

西 品畠 西沢 定量 監 22-6025 145 山 。祭良尾 tl 入光雄 38-3264 115 

西 新 冒I 松尾 敏 24-4955 123 。平井寺 林 -~膏 38-4432 59 

領訪宮E 中沢徳夫 23-2487 163 東 。鈴 子 浜野文男 38-4589 148 

生 塚 矢 島 刺 男 23-1558 195 
塩

右 神 総量F 軍治 38-6348 152 
@ 常電車町 白鳥文書E 22-8157 315 柳 沢 富塁秀吉 38-4512 101 

緑が丘 成沢文雄 22-1673 230 田 下之郷 坂口長寿 38-5446 330 
部 。蓄量 E量 高橋-8 22-8915 410 桜 手塚明久 38-8356 78 

緑が丘北 藤作敏雄 22-9196 380 @ 下本郷 怠 JI 久 38-2091 114 

緑が丘西 小林幸雄 23-1325 280 家五加 =宅耳晴夫 38-3641 52 
坦量 ヰヒ 関 一絵 23-1466 370 五 方自 償問良平 38-4647 625 

4文 長坂 ~ 24-7852 173 中 よ本郷 荒井隆奨 38-3225 195 
@ 綴紡形 関崎 武 22-2685 570 中 野 若林敏雄 38-3297 230 

滅
須 111 手塚 i宵 24-6728 32 。よ小島 利関幸雄 38-2874 110 。中 ヰ寸 唱 草原 観樹 22-7142 420 j~ 下小島 和田和主幹 38-2762 90 

羽田ケ丘 井 出 $ 夫 24-7924 250 f呆 野 舘林良俗 38-2426 290 

下 = 好 IIJJ 清 水 秀 男 27-0776 175 掌海南 4主簸四郎 38-5361 135 

御 所 米山 医 22-9172 750 回 舞 国 π 木繁 i畢 38-5260 136 

中之 条 田中和l 男 22-0174 500 八木沢 前島 {量 38-5500 180 

千鶴町 阿 部 新 治 24-4954 605 ^ 舞 丸山岩夫 38-6621 51 

尻沼
@ 華北 草日 中 沢 膏E 失 24-2538 600 全字 詰毎 北 笠原弘 志 38-7979 163 。上 滋尻 清水伝 24-2053 461 十 人 小林 傘 38ー制71 81 

下温尻 山 崎 務 ー 24-6509 350 毎回新町 山極利見 38-6768 133 

よ回原 丸 山 忠 術 22-9311 258 西 東前山 小;也省間 38-7454 154 。川辺町 中 村 友 昭 24-5023 1，400 控室 。西宮古山 宮沢 新 38-4664 111 

)11 @ 倉 升 原 教胤 24ー7391 540 田
。手 胃E 小山 吉邑 38-5387 215 

神 畑 宮 崎 武 明 27-2440 490 山 回 東川義士 38-5632 82 
辺 下之条 +語 E吉 邦 軍 置 24-4696 410 野 倉 郷田 置車 38-5429 48 

泉
築 t也 j亀 沢 者踊 22-7836 207 ~ 去 池田 鯖 38-2114 232 
東築地 平野勝震 23-2675 123 

別所
大 湯 路復敏男 38-3217 90 

田 £事 過 石井善昭 27-1039 125 。F克 内 浜 一 郎 38-2138 155 

福 国 坂下蕃 1専 24-5980 266 。J:_ 手 玉木畠雄 38-4624 59 。雪回量g 国 小田中 E克 27-0211 320 仁吉田 竹内 弘 31-2706 219 
大 度 小林章 一 35-0100 650 問 水沢春雄 31-2540 280 
告 下 よ野利縫 36-3080 216 )11 3鴻 野 小林 f重宏 31-2268 226 

縛 下青木 市川 慎治 郎 35-1867 191 。鍾 P 野田 術 31-3022 105 
みすず台前 芦回 手自 35-1858 258 緩之木 事捧川和男 31-3114 91 
みすず台北 上原 遁 35-3317 400 @ 集 小泉洋平 27-3335 471 

よ青木 佐線今雄 36-2767 190 西 。下室賀 宮崎昭総 31-3340 230 
)11 梅が丘 小林軍吉 35-2612 270 上窓賀 清水千秋 31-3646 200 。久保林 4昌 袈裟i宵 36-3368 268 υl;t円ケ丘 上 J東鎗ー 31-2852 99 

鳳 茸寄 坂田由次 27-3065 99 

【竹】 L古書ラ左足-:3.4. 1 
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課税から納税まで
ご相談を/

加
入
が
緩
務
づ
け

国保年金課(内線1362)

日
即

日

国

保

に

は

ど

の

よ

う

な

直
直
人
が
加
入
す
る
の
で
す
か
。

可
掛
町
ぷ

他
の
医
療
保
険
(
健
康

内
閣

ほ

保
険

・
共
済
組
合
な
ど
)

に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
必
ず
国

保
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

必
ず
届
け
出
を

コ
間

」
国
保
に
加
入
し
て
い
た

同
閣
臼
息
子
が
四
月
か
ら
会
社
に

勤
め
、
健
康
保
険
に
加
入
し
ま
し
た

が
、
届
け
出
は
必
要
で
し
ょ
う
か
。

門組
凶
J

息
子
さ
ん
が
国
保
か
ら

百
四

団

脱
退
す
る
届
け
出
は
、
会

社
で
は
や
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
の
で
、

世
帯
主
か
家
族
が
必
ず
届
け
出
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届
け
出
を

し
な
い
と
、
息
子
さ
ん
の
分
も
国
保

税
が
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

句

9
4

果dl
 

国

家
族
め
保
険
極
也
発
行

-
凶
町
J

娘
が
四
月
に
東
京
の
短

日
帰

以

大
へ
入
学
し
ま
し
た
が
、

保
険
証
(
被
保
険
者
証
)
が
一
つ
な

の
で
、
と
て
も
不
便
で
す
。
娘
の
保

険
証
を
発
行
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

1
U吋
J

住
所
移
動
に
よ
り
、
娘

-
0

・4a軍
司
4

・z

日

μ弘
さ
ん
の
保
険
証
を
別
に
発

行
で
き
ま
す
の
で
、
印
鑑
、
保
険
証
、

在
学
証
明
書
を
お
持
ち
に
な
り
、
市

民
諜
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

世
帯
主
が
納
税
義
務
者

「J
町

」

わ
た
し
(世
帯
主
)
は
、

苫

孟
暗
唱
司
Z

聞

「
団
円
」
会
社
で
健
康
保
険
に
加
入
、

娘
は
パ
ー
ト
勤
務
で
、
国
保
に
加
入

し
て
い
ま
す
。
国
保
税
の
納
付
書
が

自
分
あ
て
に
来
ま
し
た
が
、
娘
あ
て

の
も
の
で
は
な
い
の
で
す
か
。

-
凶
a
J

世
帯
主
は
国
保
に
加
入

=
'
a層
『
リ
・一

ニ

「ード
L

し
て
い
な
く
て
も
、
家
族

の
な
か
に
国
保
加
入
者
が
い
れ
ば
、

世
帯
主
が
納
税
義
務
者
に
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
国
保
税
の
計
算
に
は
、

世
帯
主
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

脱
退
し
た
ら
手
続
手
を

寸

M
内
]

わ
た
し
は
、
会
社
を
辞

ー内
・団
ド
」

め
て

(会
社
の
健
康
保
険

を
脱
退
)

一
年
た
ち
ま
す
が
、
今
ま

で
医
者
に
か
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、

ど
の
医
療
保
険
に
も
加
入
し
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
、
医
者
に
か
か
る
ま
で

は
、
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
で
す
か
。

「剖
附
」

会
社
を
辞
め
た
時
点
ま

晶向

副
圃
咽
J
ま
さ
-

戸川

μじ
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
国
保
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
国
保
税
も

善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

マ
上
田
酉
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

方
向
案
内
板

一
基
太
郎
山
山
頂
へ

マ
上
回
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

ジ

ュ
ー
ス
(
二
百
五
十
∞
入
り
)
七
箱

(
二
百
十
本
)
報
恩
寮

へ

マ
原
町
一
丁
目
商
庖
会
様

一
万
六

千
五
百
円
社
会
福
祉
基
金
積
立
金

と
し
て

マ
山
時

一
平
様

(
山
口
)
五
万
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
長
野
県
労
働
金
庫
上
回
支
唐
様

十
四
万
同
社
会
福
祉
基
金
積
立
金

と
し
て

マ
北
信
ヤ
ク
ル
ト
販
売
掛
様

五
万

円
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
長
野
県
連
合
青
果
樹
様

ミ
カ
ン

(十
比
入
り
)
五
十
箱
市
内
社
会

福
祉
施
設
へ

マ
安
藤
病
院
職
員
一
同
様

二
万
八

千
二
百
五
十
七
円
社
会
福
祉
基
金

桜
立
金
と
し
て

マ
鳥
清
様

二
万
千
三
百
七
十
八
円

杜
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
匿
名

一
万
千
八
百
十
四
円
社

会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
側
西
友
上
回
西
武
・
山
洋
電
気

掛
・

信
州
ハ
ム
側
様

広
報
と
じ
込

み
フ
ァ
イ
ル
(
ひ
も
付
き
)
四
万
部

市
民
全
戸

へ
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お知らせア・弓・ヵ .Iι・ト
ご
め
い
揺
を

お
祈
り
し
ま
す

(二
月
届
け
出
分

・
叡
称
略
)

横
沢
光
子

岩
月
武
雄

竹
内
し
ま

甲
田
け
さ
子

小
林
光
恵

高
橋
三
六

馬
場
ツ
ル
ノ

海
野
町
四
ω

南

天

神

町

白

倉

升

乃

藤

之

木

部

北

大

手

市

伊
勢
山
∞
∞

繰
が
丘
北
門

藤

本

長

官

中

之

条

M
W

井

口

好

雄

材

木

町

必

堀
内
捨
吉

川

辺

町

沌

柏

原

せ

っ

大

久

保

剖

小
福
間
よ
り
子
塩
田
新
町
月

南

沢

義

人

仁

古

田

幻

上

村

豊

平

緑

が

丘

北

九

佐

藤

サ

キ

鷹

匠

町

巧

菅

原

忠

幸

朝

日

ケ

丘

臼

橋

本

恵

美

下

紺

屋

町

却

宮

下

か

く

み

泉

町

η

宮

下

百

合

子

下

塩

尻

目

川
淵

初

雄

城

北

部

一
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税
さ

れ
ま
す
。
速
や
か
に
市
民
課
ま
た
は

各
支
所
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

年
齢
に
関
係
拡
く
課
税

開
齢
刻
一
七
十
議
以
上
に
な
れ
ば
、

開
池
問
団

国
保
税
が
か
か
ら
な
く
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

『

1

川

町
以

年
齢
に
関
係
な
く
国
保

門
凶
同
陸

に
加
入
し
て
い
る
か
ぎ
り

は
、
国
保
税
が
か
か
り
ま
す
。
な
お
、

七
十
歳
ご
定
の
障
害
の
あ
る
人
は

六
十
五
歳
)
以
上
は
、
医
療
機
関
に

支
払
う
費
用
は
わ
ず
か
で
済
み
ま
す
。

特
別
控
除
肢
か
レ

翻
前

悶
』

わ
た
し
は
、
昨
年
、
国

広
崎
間凶

道
拡
幅
の
た
め
に
八
百
万

円
で
土
地
を
売
却
し
ま
し
た
が
、
そ

の
と
き
に
「
公
共
用
地
な
の
で
、
税

小

田

中

き

い

吉

田

幻

保

科

和

夫

手

塚

訂

後

藤

昌

江

川

辺

町

市

上
野
山徳

枝

須

川

部

吉

池

邦

平

野

倉

市

荻

原

た

か

鷹

匠

町

制

伊

藤

た

け

の

下

之

郷

町

洞
ロ
建
夫
み
す
ず
台
南
川
崎

背

柳

仮

之

助

材

木

町

筋

柿

沼

忠

次

郎

長

島

村

川

渡

辺

喜

重

材

木

町

内

林

フ

ク

蛇

沢

川

春

日

啓

司

西

脇

肝

丸
山
貞
通

小

野

誠

坂
口
て
る

春
原
広
明

大
沢
淑
仇

藤
林
盛
人

野
口
清
治

土
屋
栄
一

七
嵐
辰
巳

佐
藤
タ
マ

松

本

陸

平
林
袈
裟
人

高
野
ゆ
き

金
は
か
か
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
今
年
の
国
保
税
は

昨
年
の
三
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ど

う
し
て
で
す
か
。

司
自

到

国
保
税
の
場
合
は
、
公

四
階
同
」
共
用
地
と
し
て
売
却
し
て

も
、
所
得
税
や
市
県
民
税
と
異
な
り
、

特
別
控
除
が
あ
り
ま
せ
ん
。
譲
渡
所

得
と
し
て
国
保
税
が
か
か
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
国
保
税
が
高
額
に
な

り
ま
す
(
最
高
限
度
額
は
、
平
成
二

年
度
で
四
十
二
万
円
)。

五五下 木吉 下鍛 小上末伊上
之 室冶岡塩広勢回

加加条町 田賀 町 泉尻町山原

72 66 57 78 86 64 74 88 62 62 94 0 81 

太
田
ア
ヤ
子

角
谷
ふ
さ
子

伴
野
敬
一

小
池
末
男

横
山
佐
治

内
河
ま
さ
じ

田

口

究

野
村
愛
子

小
林
け
さ
の

中
沢
元
次

峯
村
い
ち

堀
江
正
通

正
木
寿
男

原

町

西

脇
分

去
三
好
町

染

屋

五

加
倉

升
桜

台

金
剛
寺

院

内

大
手
町

野

竹
川
辺
町

マ
上
回
魚
商
業
協
同
組
合
様

鮭
切

り
身
百
切
れ
(
約
二
万
円
相
当
)
報

思
寮
へ

マ
渡
辺
守
隆
様

(
岩
清
水
)
も
ち

米
三
十

旬

報

恩

寮

へ

マ
小
林
恵
次
様

(
仁
古
田
)
電
動

ベ
ッ
ド
一
台
寝
た
き
り
老
人
貸
出

用
と
し
て

マ
細
一合
明
徳
様

(
長
島
)

宮
中
歌

会
入
選
短
歌
額
一
点
神
科
小
へ

マ
信
州
鋪
機
側
様

十
万
円

報
思

寮
施
設
整
備
費
と
し
て

マ
置
名

図
書
十
種
百
六
十
五
冊

(二
十
万

円

相

当

)

神

川
小

へ

マ
真
多
呂
人
形
学
院
横

ひ
な
人
形

七
段
飾
り
一
式
報
恩
寮
へ

マ
日
蓮
宗
妙
光
寺
実
、
修
業
者
一
同
様

三
万
円
社
会
福
祉
基
金
積
立
金

と
し
てヘ以

上
平
成
2
年
ロ
月
話
回
1
3
年
J

f
3
月
6
日
受
け
付
け

」

。。
F
h
v
 

p
h
v
 

n可
ザ

内

dpo 

巧

IQ
d
 

司

I
司

too
 

q
b
 

司

f
F
h
v
 

oo 
q
3
 

0
0
 

n
U
 。。

ハh
v

勾

I
q
d
 ハ。

滝

沢

フ

ク

ヨ

生

塚

小
林

義

明

院

内

竜

野

富

夫

踏

入

小

林

み

さ

い

野

倉

鰻

沢

す

ず

子

北

大

手

石

黒

常

雄

踏

入

福
沢
昭
示

山

田

高

橋

篤

馬

場

町

松

岡

ウ

メ

新

田

宮

崎

達

巳

小

泉

和

田

留

丸

金

剛

寺

成

沢

き

か

緑

が

丘

西

高

田

嘉

一

郎

浦

野

86 85 90 83 73 43 63 55 76 66 82 93 80 
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| 峨所は 第2・第4土曜日跡みてす I 

-

放

置

自

範

車

を

…
四
月

一
日
か
ら
郵
便
局
で
も
で
き
る

…
圃

『
こ
ど
毛
ま
つ
り
』
品
川

・

…

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
利

…
圃

園
撤

去

し

ま

す

f

…
用
く
だ
さ
い
。

…
圃

む

2
Z
ア
ス
守
ヴ
ワ
事
一
集

交
通
対
策
課
で
は
、

J

R
上
田
駅
…
手
続
き
は
、
通
帳

・
印
鑑

・
料
金

…

今
年
も
五
月
五
日
側
、
上
田
城
跡

一

周
辺
に
、
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る
…
の
領
収
書
な
ど
を
持
ち
、
お
近
く
の

…
公
園
一
帯
で
寸
第
羽
田
う
え
だ
こ
ど
…

自
転
車
を
、
次
の
日
程
で
撤
去
し
ま
…
郵
便
局
、

…
も
ま
つ
り
」
が
聞
か
れ
ま
す
。
当
日
、

…

す
。
心
当
た
り
の
か
た
は
、
至
急
持
一
マ
問
い
合
わ
せ
水
道
局
業
務
課
(内

…
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
中
学
・
…

ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

…
線
1
8
5
5
)

…
高
校
生
の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
一

マ
第
1
回
瞥
告
日

4
月
刊
日

制

…

…
ま
す
。

…

h
M
U
U
M甘
い

日

川

M
M

…園
高
齢
者
働
-
画
マ

…げ
吋
れ
れ
(M
M
片

山
一%
…

な
お
、
自
転
車
に
は
、
住
所
、
氏
…
圃

勉

強

し

T
み

ま

せ

ん

か

…
・
熱
気
球
に
乗
っ
て
み
よ
う
!

名
、
屯
話
番
号
を
記
入
し
、
必
ず
施
…
次
に
よ
り
学
生
を
非
集
し
ま
す
。

…

こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
貝
会
で
は
、
…

錠
を
し
ま
し
ょ
う
。

…
マ
入
学
資
格
市
内
に
住
む
、
お
…

当
日
、
熱
気
球
を
掲
げ
ま
す
。
希
望
日

マ
問
い
合
わ
せ

交
通
対
策
課

(内
い
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
人

マ
学
習
…

者
は
次
に
よ
り
申
し
込
み
を
。

線
1
5
6
2
)

…
期
間

五
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で
(十

…

マ

応
募
資
格
五
歳
以
上
小
学
六
…

…
六
日
間
)

マ
定
員

約
八
十
人

…
年
ま
で

マ
申
し
込
み

往
復
は
が
…

…
マ
申
し
込
み
高
齢
者
福
祉
課
(
内

…
き
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
一

…
線
1
6
2
1
)、
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ

…
番
号
、
学
校
名
、
保
護
者
名
(
押
印
)
…

…
l

(宮
⑫
4
1
1
9
)、
支
所
、
公
民

…
を
記
入
し
、
四
月
二
十
日
印
ま
で
に

…

…
館
に
願
書
が
あ
り
ま
す
。
四
月
二
十

…

J
T
3
8
6

上
田
市
常
磐
城
三
|

…

…
七
日

ωま
で
に
ど
う
ぞ
。

…
四
|
三
太
田
厚
」
あ
て
に
。

-
4
月
か
ら
水
道
料
金

F』

圃
郵
便
局
守
口
座
振
笛
が

水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料
金
の

…
自
動
払
い
込
み
(
口
座
掻
替
)
が
、

ごみ収集日程表

の
一

↓
一集

引
一収

作
一
み

↓
一
ご

ゴ
一

圃

a怒
た
ち
参
加

国
信
州
青
年
連
帯
め
船

d

，
 

県
で
は
、
次
に
よ
り
参
加
団
員
を

募
集
し
ま
す
。

4

マ
期
間

七
月
二
十
六
日
樹
i
八

3

月
六
日

ω
マ
訪
問
先
中
華
人
民

間

共
和
国

(背
島
市

・
河
北
省

・
北
京

向山

市

・
天
津
市
)

マ
応
募
資
格
回

廊

月
一
日
現
在
、
以
内
に
住
所
が
あ
り
、

m
w
H
W門
年
間
只
は
お
お
む
ね
二
十
歳
以

上
三
十
九
歳
以
下
、
②
壮
年
団
只
は

四
十
歳
以
上
六
十
歳
以
下

マ
申
し

込

み

五

月

二
十
四
日
悩
ま
で
に
青

少
年
課

(内
線
1
7
3
2
)
へ
。
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4/29@ みどり 通常の月唱日
の B 地区のみ収集

3民b 通常の火曜日
地区のみ収集

51 I@ 
通常の水曜日
地区のみ収集

2@ 通常の木噌日
地区のみ収集

3@ 憲 法 休 み
le念日

4@ 国民の
/1 

休 日

5@ こども
/1 

の日

6@ 振替
H 

休 日

4
月
却
日
(み
ど
り
の
日
)
は
、

月
曜
日
地
区
だ
げ
を
特
別
収
集
し

-
清
掃
事
務
所
・
ク
リ
ー
ン
セ
ン



-
産

能

短

大

通

信

教

育

…
で
、
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
め
夜
間

・

…

コ
ー
ス
が
聞
か
れ
ま
す

(全
三
十
五

羽

目

。

ま

…

E
4
月

入

学

生

を

募

集

…
講
座
)。

時

一

ぞ

分

歳

E

4

歳

う

初

日

。
…

マ

正

科

生
コ

l
ス

経
営
管
理
、

…

マ

対

象

技
術
分
野
で
二
年
程
度

特

同

村

崎

骨

付

…

ホ
テ
ル

・
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
、
税
理
…
の
実
務
経
験
者
マ
期
間
五
月

1

一

象

話

一

同
け
…

士
、
情
報
処
理
、
社
会
呆
険
労
務
士
、

一
平
成
四
年
二
月

マ
申
込
期
限
四

時

対

電

時

付

一

、

{

、

‘

…

9
h
v

り

6

象
け
い

中
小
企
業
診
断
上
消
費
生
活
舵

…
月
二
十
二
日
開

マ
申
し
込
み
県

前

よ

後

対

受

…

占

の

L
コ
ー
ス

マ
修
業
年
良

二

…
工
業
技
術
大
学
校
み
座
事
務
局

(
岱

午

室

@

午

hv

り
・

j

F

宣

@

数

日

竃

⑧

よ

…

年

マ
入
学
資
格

前
半
以
上

マ
…

0
2
6
2⑧
5
4
5
5
)

一
ゆ

m
u
削

減

問

粧

時

…
申
込
期
限
四
月
三
十
日

ω
マ

問

…

巾

込
書
は
商
工
諜

(内
線

1
4
0

コ

・
ソ

4

コ

~

ン

げ

…

い

合

わ

せ

上

出
商
工
会
議
所
内
、
…

3
)
に
も
あ
り
ま
す
。

y
@
.ハ

y
@
コ

月

や

日

館

み

刷、

日

ソ

4

…
産
能
短
大
「
上
回
教
室

」

(
宮
⑫

4

…

小山

間

同

比

働

問

が

み

…

5
0
0
)。
入
学
願
書
も
同
会
議
所
に

…
-

M

4

ろ

申

糊

4

同

込

…
あ
り
ま
す
。

一

4
'
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t>対象 市内に住むか、市内事業

所に勤めている婦人で、初心者 t> 

ところ 働く婦人の家 (材木町)

t>受講料無料 (ただし、テキスト

材料代など必要) t>申し込み 4 

月21日(日)午前 9時から、{動〈婦人の

家 (fi⑫2988)へ直接どうぞ。

婦人教室の各講座(3年度)

4
月
幻
自
②

上
田
真
田
ま
つ
り
で

「
ハ
ッ
ス
ル
の
ど
自
慢
」
大
会

マ
午
後
日
時
羽
介
集
会

印
人
(
自
由
参
加
)

マ
由
疋
田
貝

~座名 期 1111 定員

ペ ン 習 字 5月-9月の月E語臼(10図) 20人

やさしい英会話 5月-7月の月曜日(10回) 25 

手 編 み 5月-9月の月8ft8 (10回) 30 

料 理 5月-9月の火811:日(10回) 24 

茶 道 5月-9月の木s!Il日(10凶) 25 

主主 tt 花 5月-10月の木目1&I;;J (10回) 25 

河n f寸 lナ 5月-6月の木目指日(8回) 30 

パ ッ チワーク 5月-10月の金脳日(10闘) 15 

鎌 編 み 5月-9月の金総臼(8図) 25 

/~ン フラワー 5月-7月の金811:8 ( 5図) 20 

フラワーデザイン 5月-7月の金曜日(5図) 30 

て ま 5月-7月の土曜日(5回) 25 

ジ ャズ体操 5月-7月の土悩日(6回) 30 

洋裁リフォーム 5月-8月の土脱臼(8回) 20 

ひと足早めにあなたへ
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議座名 |喝日 | 期 間

家庭料理 |水 15/8 -7/24 
燈付け |水 15/8 -7/24 
鈎理の基本 i木 15/9 -7/25 
ジャズエアロ |火 1 5/14-7/16 
3奏会館 |火 15/14-7/30 
パッチワーク |水 15/15-7/3

※申し込みは 4月15日制から24日嗣までに
勤労青少年ホーム(包⑫7117)へ
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あつみ

・久間淳美ちゃん
(3歳 ・常聖書町〉

「フフンパンマンごっこガ鰐き

で、よくお父さんと遊びます

よ」と白の房代さん。

保健tDt
保健予防諜(内線1374)

二種混合予防接種

b対象 1期=①昭和63年12月31日以前に生まれ、

百Bせきにかかった幼児。②4歳以上で、三種混合の

1期を受けていない幼児。(ただし、CiXIDとも満6歳

未満) 2期=①平成2年 2月、 3月に受けた幼児、お

よび元年以前に受けた幼児。②三種混合を 1期として

2回以上接種し、 2期が済まない うちに 5歳6か月に

達してしまった幼児。(ただし、CiXIDとも満7蹴 6か

月朱満) 1>接種内容 1期=3週間から 8週間の間

隔で2回接種。 2期=1期終了後、 12か月から18か月

以内に 1回接種。 1>持ち物 母子健康手帳、問診票

(会場にも用意) 1>注意事項 赤ちゃん手帳をご覧

ください。

平成 3年度二種混合予防接種目程表

会場名 笑施 日 対象地区

市保 健センタ ー 1回目 4月19日掛 全市内

(市役所南庁舎2r;皆) 2回目 5月15日附 H 

※接種時聞は午後 1時30分から 2時30分まて'。

※駐車場が狭いので車でのおでかけはなるべくご遠慮

ください。

よい歯のコンクール
参加者を募集

県歯科医師会では、 「よい歯のコンクール」の参加

者を、次により募集しています。

1>応募資格 ①母と子部門=昨年4月から今年 3月

までに 3歳児歯科健診を受診した幼児と母親。②高齢

者部門=70歳以上で自分の歯が全部残っている人(治

療済みは可) 1>応募期限 4月25日附 b問い合わ

せ 保健予防課(内線1379)

[IJ 地は限りaうる資源

みんなで活かして

豊かな未来
-~.~I高司E冨rJJ~1函・

国土庁では、 4月を土地月間と定め、土地

基本法に定められた基本理念の理解と普及に

努めています。土地についての基本的な考え

方は次のとおりです。

①土地については公共の福祉が優先します。

②土地は適正に、計画に従って利用されな

ければなりません。

③土地を投機的な取引の対象にしてはなり

ません。

④土地の価値が道路 ・鉄道の整備や人口 ・

産業の動向などによって増加する場合は、

それによる利益に応じた適切な負担が求め

られます。

-
無
料
相
談
会
・

.とき 4月8日(月)午前10時~午

後4時

. ところ 上回商工会議所(5階)

.相談内容地価評価などに関する

事項、不動産全般

.問い合わせ 他日本不動産鑑定協

会長野県支部(宮⑫7525)、企画課

• • 
図困悶悶悶悶回

毎月第2木曜日・午後 1時30分-4時。

(8月を除く)

JR上田駅前で。16歳-64歳が対象です。

(献血量は200miか400mi)

• 

海野町イベント広場オープン
-4月14日 広場開設式

・5月5日 子どもの日もちつき大会

・6月9日 「縁日」イベント広場[金魚、すくい1・7J:J7日 上越フェアー

広布ラ'jf153.4. 1 [16] 
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